
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 薄根
は く ね

地域ふるさと創生推進協議会         群馬県沼田市
ぬ ま た し

 

 
ち ょ う ど 良 い 田 舎 に み ん な 集 ま れ ！ 

活動の経緯 
 

 地域の人口減少に危機感を持ち、「元気があるうちに活性化に取り組もう」
という住民合意のもと、平成29年度に薄根地区未来委員会を設置し、当地区
の活性化方策について議論を開始。 
結果、耕作放棄地が目立つ棚田の保全・活用から始めることとし、効果的な

取組となるよう、中心となるNPO法人を立ち上げて協議会を設立。 

耕作放棄地を再生して棚田に 

活動の概要 
 

棚田オーナー制度、田舎体験、農泊、農産物販売、棚田生物調査やホタル再
生など、地域の棚田を中心とした事業に取り組む。 

活動の成果、主な実績等 
 
〇耕作放棄地を再生した10aの棚田で、令和元年度から棚田オーナー制度に
取り組み、３年度には20aで17組56名のオーナーを迎える。 
〇稲作体験、沼田産大豆を使用した味噌づくり体験、地元の石墨窯を活用し
た陶芸体験等のプログラムを実施。併せて、棚田オーナーを対象に農泊に取
り組み、初年度は延べ19泊。 
〇令和元年度から、棚田の保全活動とＰＲのためにホタルの復活を計画。地
域の小学校へホタルの餌となるカワニナの養殖を依頼し、成長後に放流。２
年にはホタルが飛翔し、３年には、数がさらに増えて延べ215名の観覧者が
来訪。 

小学生によるカワニナの放流 


